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事業運営上必要となった水の確保
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１. 生活用水の確保

1-1. トイレ・風呂・洗濯が使用できない場合の代替手段
1-2. 県外の水道局からの水道水融通
1-3. 他火力発電所からの水道水融通
1-4. 水道水の融通に必要な運搬車両の確保

２.火力発電所の設備復旧のための水の確保

2-1. 発電所敷地内の余水（溜水）活用による復旧工事用水の確保

事業運営上必要となった水の確保

主な対応

当時の状況

• 震災の影響で、七尾市内及び奥能登の事業所が長期断水（上下水、工業用水）となった

• 各被災事業所は衛生環境確保のため生活用水の確保が必要となった。飲用水は備蓄品や協定先からの調達品で確
保したが、トイレ・入浴・洗濯用の水は確保できず、作業員は交替時点まで（水が不要の）ドライシャンプーや
ボディシートで凌いだ（冬季間であったため復旧作業員は４泊５日、後方支援要員は２泊３日等での交替）

• １月中旬、七尾大田火力発電所において、設備復旧作業員の急増に伴い、大量の1.生活用水が必要となり、県外
水道局からの融通や他火力発電所の受水槽※からの融通を企図した。行政の承諾は速やかに得たものの、運搬車
両の確保等に時間を要し、１月29日から融通を開始した

• 七尾大田火力発電所では、工業用水も断水している中、設備点検（損傷箇所の確認）のため早期に2.復旧のための
水の確保が必要となった。そのため、工業用水の代替に発電所敷地内の余水活用を検討し、水質調査の結果、灰処
分場の余水（溜水）活用を決定。必要となる設備（貯蔵タンク、浄化装置等）を緊急設置し、供給体制を整えた

1

水道局から融通を受け被災事
業所へ運搬した上水の給水の
様子 灰処分場の余水（溜水）を水中ポンプで汲み上げる様子

灰処分場
の溜水

※受水槽：水道管から送られてきた水を一度ためておくタンク
水道管から受水できない場合は、別の受入口から受入れ可能
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水道水の運搬車両は自己
調達する必要があり、車
両確保に１週間程度の期
間を要した

発災前の備え

ミネラルウォーター
等の備蓄及び災害時
における物資調達に
関する協定締結

1

生
活
用
水
の
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保

発災後に生じた問題点 追加対応・対応変更 主な課題

事業運営上必要となった水の確保

初期対応

1-3.
他火力発電所からの水道水
の融通

備蓄品及び協定先から
調達したミネラウォー
ター等を生活用水とし
て活用

（飲用水は十分に確保
できた）

長期かつ大量に生活
用水が不足する事態
を想定していなかっ
た

1-4.
災害時における優先的な水
道水運搬車両の確保

1-3.
他火力発電所の受水槽か
ら水を融通
運搬車両確保後、実施

2

1-1.
生活用水（飲用以外：トイ
レ・風呂・洗濯）が確保で
きない場合の代替手段の確
保

発電所の水系統損傷によ
り漏水が多発し、漏水箇
所の特定やボイラーの復
旧工事用に大量の工業用
水が必要

2-1.
長期間の断水により
工業用水の代替確保
が必要になる事態を
想定していなかった

2

火
力
発
電
所
の
設
備
復
旧
の
た
め
の

水
の
確
保

① 発電所敷地内の余水
（溜水）の再利用を
検討

② 水質調査の結果、
灰処分場の余水（溜
水）活用を決定

③ 余水の水処理装置
（貯蔵タンク及び浄
化装置）を設置

1月26日～運用開始
※発電設備が損傷して発電でき
なかったため発電用としての水
としては使用せず

1-2.
管轄外水道局からの水道水
の確保

2-1.
災害時における各火力発電
所の復旧に必要な水の確保

1-2.
一部事業所で、県外の
水道局へ水道水の融通
を相談し承諾を得た
1-4.
運搬する車両は自社で
手配した

七尾大田火力発電所の復旧
のためメーカー等の作業員
が増加し、大量の生活用水
が必要となった

･水を必要としないドライ
シャンプーやボディシート
を大量購入し、交替時点ま
で凌ぐ

･被災事業所との定期輸送便
を活用し、使用後衣類のク
リーニングを実施

県外の水道局から水道水
を融通
運搬車両確保後、実施

1-1.
トイレ・入浴・洗濯用の水
が不足し、衛生面での対処
が必要
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1-1. トイレ・風呂・洗濯が使用できない場合の代替手段

1-4. 水道水の融通に必要な運搬車両の確保

事業運営上必要となった水の確保

1-2. 県外の水道局から水道水の融通

2-1. 発電所敷地内の余水活用による工業用水の代替確保
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凡例：[ ]は社外相手先

⚫ 生活用水（飲用以外：トイ
レ・風呂・洗濯）が確保でき
ない場合の代替手段の確保

⚫ 水を必要としないドライシャンプーやボディシート等の備蓄
備蓄数量＝想定人員※×3日分＋地域事情を考慮

※技術系・事務系社員数ごとに一定割合を乗じて算定
→社内規則（備蓄品の確保に関する指針）に記載

⚫ 水循環型等のトイレの導入を検討
⚫ 災害時には、連携協定先の運送事業者と、速やかに物資輸送体制を構築する（衣類の搬
送・回収を依頼）。平時において協定先と物資の輸送例について情報共有する
→[陸送事業者]災害時連携協定の締結

対
策

1-3. 他火力発電所からの水道水の融通

⚫ 発電所間融通の知見を水道水確保手段の一つとし、各発電所の受水槽の設備（給水バルブ
の有無）を確認のうえ、水道水融通対応が可能な火力発電所を明確化
→災害対応マニュアル（火力復旧班）に記載

⚫ 他火力発電所からの水道水の
融通

⚫ 災害時における優先的な水道
水運搬車両の確保

⚫ 北陸３県で水道水の運搬が可能な運搬事業者を事前に調査し、連絡先等をリストアップ
→災害対応マニュアル（資材班）に記載

⚫ リストアップした運搬事業者から、災害時の優先的な水道水運搬の同意を得る
→[北陸３県の運搬事業者]同意を得た事業者と災害時連携協定を締結

対
策

対
策

課
題

課
題

課
題

⚫ 管轄外水道局からの水道水の
確保

⚫ 水道局から、災害時の管轄外地域への水道水融通について、能登半島地震対応時と同様に、
速やかな承諾を得る
→[各市町村の水道局]と協議（訴求）

⚫ 災害時における各水道局の連絡窓口の確認及びリストアップ
→災害対応マニュアル（労務厚生班）に記載

対
策

課
題

⚫ 災害時における各火力発電所
の復旧のために必要な水の確
保

⚫ 各火力発電所毎に、工業用水の代替確保策の事前検討
・余水の水質調査を実施し、現時点で工業用水として再利用できる候補余水を選定
・水処理装置（貯蔵タンクや浄化装置）の発注先、設置場所の候補を選定
→災害対応マニュアル（火力復旧班）に記載

対
策

課
題


